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第27回北海道教育大学へき地・小規模校教育推進フォーラム開催 

全国から500名を上回る参加申し込みがありました 

 現在、改訂の議論が進められている次期学習指導要領では、探究的な資質・能力の育成が一つ

の重要な課題となっています。へき地校では、これまでも「ふるさと教育」を基軸として、地域

を探究する学習活動を進めてきました。その成果を継承しつつ、本フォーラムでは、次期学習指

導要領の方向性も踏まえながら、さらに探究的

な学習活動を発展させる為に、どのような施策

と方法が求められるかについて、３名の先生に

ご講演をいただきました。基調講演に田村 学

氏（文部科学省初等中等教育局主任視学官）、

シンポジストには天笠 茂氏（千葉大学名誉教

授・教育調査研究所理事長）をお招きしまし

た。また、本学からは、シンポジストとして玉

井 康之（講演会当時、北海道教育大学釧路校

特任教授）が登壇し、全体司会を越川 茂樹

（北海道教育大学副学長）が務めました。本

フォーラムは、北海道教育大学釧路校小ホール

（対面参加）とオンライン配信で行われまし

た。 

 令和８年２月27日（金）に「第27回北海道教育大学へき地・小規模校教育推進フォーラム」が開

催されました。 今回のフォーラムは、「へき地・小規模校の探究学習活動をいかに進めていくか-

次期学習指導要領の改訂を見越して-」というテーマで、文部科学省初等中等教育局主任視学官で

ある田村 学氏をお招きし、ご講演およびシンポジウムのコメンテーターをお務めいただきまし

た。今号では、その内容（簡易記録）をご報告します。  

北海道教育大学へき地・小規模校教育研究センター 

▲田口学長による主催者挨拶 

▲司会の越川副学長 

▲田村 学 氏による基調講演 

▲フォーラム会場の様子 
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 本学と連携協定を結び、本フォーラムにご後援いただいた全国へき地教育研究連盟、北海道へき

地複式教育研究連盟、釧路市教育委員会等の関係者をはじめ、北海道内だけではなく、全国から

500名を上回る参加申し込みがありました。 

 開催にあたり、本学の田口 哲学長より主催者挨拶が行われました。挨拶では、学校教育を取り

巻く急速な環境の変化のなかで、へき地・小規模校教育や現在検討されている学習指導要領の改訂

後の取組において、へき地・小規模校教育を担う本学に求められる役割と本フォーラムに寄せる期

待が述べられました。 

 田村 学氏 文部科学省初等中等教育局主任視学官 

「次期学習指導要領を見越した探究をいかに進めていくか」 

 田村主任視学官のご講演では、参加者同士の交流を時折交え、参加者

からの質問にもご回答いただきました。講演では、「１．教育課程の基

準の改訂」と「２．総合的な学習の時間の変遷と探究の質の向上」とい

う２つの大きなテーマについてお話いただきました。以下、概要を紹介

いたします。 

 はじめに、「教育課程の基準の改訂」について、前回改訂以降の社会の変化を踏まえて、学校教

育が果たす役割を再確認しながら学習指導要領の改訂の議論が進められていることが紹介されまし

た。将来の予測が難しい時代において、学習指導要領は単に教える内容を示すものではなく、子ど

もたちが多様な情報や経験を結び付け、自ら学びを調整していく力を育むための「学びの設計図」

として再整理されつつあります。そのために、各学校におけるカリキュラム・マネジメントの重要

性が説明され、学習内容の関係性をより明確にし、教師が授業を組み立てやすい構造へと見直す方

向性が語られました。また、GIGAスクール構想以降、学校のデジタル環境の整備が進む中で、情報

を適切に扱いながら学ぶ力の育成が重要性を増していることも強調されました。あわせて、教師が

どのように児童生徒の学びに指導性を発揮するかが問われていることについてもご説明いただきま

した。 

続いて「総合的な学習の時間の変遷と探究の質の向上」では、この30年余りの各地域、各学校に

おける総合的な学習の時間の実践の蓄積を踏まえ、これからの学校教育における「探究する学び」

の意義が改めて位置付けられました。特に、子どもが自ら問いを立て、情報を集め、考えを深めて

いく一連の過程をどのように支えるかが焦点となりました。従来の「課題設定→情報収集→整理・

分析→まとめ・表現」という流れの重要性を踏まえつつ、この学びのサイクルを固定的に捉えるの

ではなく、多様な児童生徒の学びの姿に応じて柔軟に活かすことが重要であることが説明されまし

た。また、探究の質を高めるためには、学校の地域性を活かした体験活動をもとに、「問い」の立

て方を工夫すること、学びを振り返りながら自ら調整していく姿勢を育むことが欠かせないと述べ

られました。 

 ◀ 天笠 茂 氏 教育調査研究所理事長 

 （千葉大学名誉教授） 

玉井 康之 北海道教育大学釧路校特任教授（当時） ▶ 

（前・北海道教育大学へき地・小規模校教育研究センター長）  

田村 学氏 文部科学省初等中等教育局主任視学官▲ 
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  玉井 康之 北海道教育大学釧路校特任教授（前・北海道教育大学へき地・小規模校教育研究センター長） 

「へき地・小規模校を中心とした地域づくりの探究学習の在り方と方法」  

長年、中央教育審議会の委員を務められた天笠 茂氏からは、へき地・小規模校におけるカリ

キュラム・マネジメントの要点が示されました。 

 まず、各学校の教育目標の実現に向けて、教育内容を組織化し、限られた資源を効果的に活かす

営みとしてカリキュラム・マネジメントを位置づけ、その中心となるのが教科横断型の学び、資源

の最適活用であると述べられました。 

次に、小規模校では校内外の連携や協働を工夫し、教職員が互いを支え合う「チームとしての学

校づくり」が重要であると指摘されました。天笠 茂氏のご専門である学校経営の観点から、組織

体制の確立においてはビジョンの共有が不可欠であり、教育目標・年間計画・授業実践が一つの流

れとしてつながることで、全教職員が参画するカリキュラムづくりが実現するとまとめられまし

た。この点、それを分かりやすくしたグランドデザインや年間指導計画の作成の有効性が強調され

ていました。 

 天笠 茂氏 教育調査研究所理事長（千葉大学名誉教授） 

「へき地・小規模校のカリキュラム・マネジメント」  

 本学で長年にわたってへき地・小規模校教育の教育・研究に取り組んでこられた玉井 康之特任

教授（当時）からは、へき地・小規模校の強みを生かした地域探究学習の要点が示されました。 

 まず、子どもが身近な地域から問いを立て、具体と抽象を行き来する思考を育むことが探究の核

であり、地域という具体性のある教材がその発達を支えることが強調されました。へき地校は地域

の生活や産業が身近にあり、学びが社会と結びつきやすい点で都市部の学校よりも恵まれた環境に

あると述べられました。 

また、少人数だからこそ子どものつぶやきや気づきを生かしやすく、探究を広げるファシリテー

ションが可能であるとされました。そのなかで求められる教師の役割について、調査の基礎や比

較・因果といった科学的思考方法を理解し、子どもに示す役割が求められる点も指摘されました。

地域に根ざした探究は、へき地・小規模校だからこそ実感を伴って学び、生きる力へとつながって

いく方向性が示されました。 

３名の先生のご講演の後、参加者を交えた意見交換や田村氏からのコ

メントをいただきました。最後に、本学へき地・小規模校教育研究セン

ターの川前 あゆみセンター長から、講師の先生方への謝辞が述べら

れ、あっという間の３時間となりました。へき地・小規模校の所在する

地域では、必ずしも博物館や専門家が豊富に存在するわけではありませ

ん。しかしその中でも、その地域特性や地域人材を生かして、教科・体

験活動と連動した特色ある教育課程とカリキュラム・マネジメントを進

めていく可能性を３名の先生方のご講演を通して理解を深めることがで

きました。ご講演いただいた３名の先生方に改めて感謝申し上げるとと

もに、対面・オンラインでご参加いただいた参加者の皆様にも厚く御礼

申し上げます。 

▲３名の講演者 

▲川前 あゆみセンター長 
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 今回のフォーラムは、現行の学習指導要領が、「探究」を核とする教育課程へと深化する道

のりを示すものであった。それは、実際に学校現場が直面するさまざまな実践的課題に応える

一方で、根源的な問い、たとえば、ことばとは何か、体験をとおして学ぶとはなにか、地域と

は何か、そこで営まれている生活と教育はどう関わるのか。このような問いを生きることへと

参会者を誘う内容でもあった。 

 先生方に期待されるのは、教育内容の伝達者としてよりも、子どもと共に学び、教育課程の

開発と運営を担う反省的実践者の働きであろう。田村先生は講演中に、「はい。では隣の方と

お話をしてみましょう」とたびたび促された。私が言葉を交わしたのは、全国有数の豪雪地帯

である山形県小国町から参加された先生だった。先生が改訂に加わった小学校社会科副読本を

読むと、小国町を子どもたちと探検している気持ちになる。また小国町は地域と学校の連携・

協働体制構築事業に取り組んでいるが、隣接し合う小・中・高等学校をつなぐ一貫したカリ

キュラムを開発し、とくに総合学習をどう仕組んでいくかといった課題があることを話してく

ださった。 

 玉井先生は探究学習について、地域に触れ概念を得て、普遍的な知識を科学的な方法をもっ

て獲得していく過程が重要であると指摘しておられた。子どもにとっても大人にとっても、生

活のなかで五感を使い手触りをもって環境に関わることで、地域社会は「意味」を持って立ち

現れてくる。フォーラムの前日に北海道新得町トムラウシを訪れた。ここはへき地５級に指定

されている地域である。トムラウシに家族で移住した宮下奈都は、環境が意味を帯びて見え始

めた体験をつぎにように表現している。集落のほとんどの人が参加するハイキングに宮下も参

加した帰り道に「風景が変わっている。今まで道端の緑としか認識していなかった塊が急に自

己主張を始める」（『神さまたちの遊ぶ庭』）。地域の人たちとの関わりを媒介として、自然

環境が新たな意味をもって見えてくるのである。 

 その点、生まれて間もない乳幼児の生活こそ、初めて世界に触れその意味を知り、関わり方

を学ぶ探究の連続である。天笠先生はシンポジウムで、へき地・小規模校の方向性として「０

歳から18歳までのグランドデザイン」を創ることを示された。遊びと暮らしをとおして子ども

が自ら環境と関わり試行錯誤する過程を、保育者はどのように支援するか。私は、「深い学

び」の成否は保育・幼児教育にかかっているのではないかとさえ思う。各地域において、0歳

から就学期までのグランドデザインを描き、探究心を育む園と、探究することを学ぶ学校との

実質的な連携を図って頂けたらと願う。 

 当センターが、へき地・小規模校における教育実践のネットワークの知的な結節点として、

先生方をエンパワーしていくために、一層重要な役割を担われることを確信させるフォーラム

であった。保育者・教員の養成に携わる一員として私も大きな刺激を頂いた。 

へき地・小規模校のフォーラムで考えたこと  
夏秋 英房 氏 （國學院大學人間開発学部） 

へき地・小規模校のフォーラムで考えたこと  
夏秋 英房 氏 （國學院大學人間開発学部） 
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 ここでは、フォーラム当日会場参加された國學院大學 夏秋英房教授から寄せられたコメントを

ご紹介いたします。 


